












要約 

遺伝相談事業のシステムとしては,遺伝相談施設や遺伝相談カウンセラーが孤立的に存在

していては十分にその機能を発揮することは不可能であり,それぞれの地域の実情に即し

た組織化が必要である。すなわち,正確な診断のための臨床各科,特に臨床遺伝学などの各

分野の専門家,遺伝相談カウンセラー,パラメディカルスタッフなどを含む組織が必要であ

る。しかしながら人口の密集地帯の都市部とこれに反して人口の過疎化の進む地域とでは

当然そのあり方は異なり,また医療および保健所にかかわる機関の配置あるいは地域住民

ならびに行政関係者の認識などさまざまな条件も総合的に検討きれ,最も適切な方法によ

って住民へのサービスが図られなければならない。 

これまでに理論的に検討され,また問題点として指摘きれた諸条件ならびに,実際に行って

きた地域遺伝相談の経験から得られた事実をもとにして,今後予想される各地域における

具体的な形態を解明するため,地域遺伝相談システムに関するシンポジウムを 56 年度,開

催する予定である。 


